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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
令
和
二
年
度
予
算
理

事
会
は
三
月
一
〇
日
に
予
定
ど
お
り
開

催
し
た
が
、
予
算
評
議
員
会
は
、
理
事
会

に
比
し
出
席
者
が
多
い
の
で
開
催
を
中

止
し
、
評
議
員
会
の
決
議
を
省
略
し
、
所

謂
「
書
面
表
決
」
の
手
続
き
を
採
用
し
た
。 

 

五
月
二
二
日
開
催
予
定
の
令
和
元
年 

度
決
算
理
事
会
は
、
感
染
拡
大
が
懸
念
さ

れ
た
の
で
、
開
催
を
中
止
し
、
書
面
審
議

に
切
り
替
え
た
が
、
六
月
一
二
日
に
開
催 

予
定
の
決
算
評
議
員
会
は
、
感
染
が
一
段 

   

             
 落
し
て
い
た
の
で
、
感
染
防
止
措
置
を
講

じ
た
上
、
開
催
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

 

ま
た
、
不
要
不
急
の
外
出
抑
制
、
三
密 

回
避
要
請
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
要
請
、 

各
種
施
設
の
閉
鎖
等
の
感
染
拡
大
予
防

措
置
に
よ
り
、
助
成
金
交
付
対
象
事
業
の

中
止
・
変
更
等
の
已
む
な
き
に
至
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
そ
の
取
扱
い
を
定
め
、
助

成
対
象
団
体
に
通
知
し
た
が
、
八
月
末
現

在
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

◆ 

令
和
二
年
度
助
成
事
業
総
数
（
七
八
） 

 
 

内 

①
中
止 ( 

五) 

②
変
更 (

三
一) 

 
     

③
実
施 (

三
〇) 

④
未
定(

一
二) 

◆ 

令
和
二
年
度
助
成
金
総
額 

一
、
五
六
三
万
円 

内 
 

助
成
金
返
還
見
込
額
（
不
要
見 

込
額
） 

 
 

        

五
四
万
円 

返
還
さ
れ
る
助
成
金
の
有
効
適
切
な

活
用
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

   

当
財
団
は
、
平
成
二
九
年
度
以
降
に
満

期
償
還
を
迎
え
る
国
債
・
地
方
債
を
保
有

し
て
お
り
、
平
成
二
九
年
度
以
降
運
用
収

益
の
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
の
で
、
平
成

二
八
年
六
月
「
資
金
運
用
及
び
助
成
事
業 

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
毎
年
、
超
低 

金
利
状
況
下
で
の
資
金
運
用
の
あ
り
方
、

並
び
に
、
運
用
収
益
減
に
伴
う
助
成
事
業 

       

 

    

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た
。 

一 

基
本
財
産
の
運
用
の
弾
力
化 

基
本
財
産
（
二
一
億
七
千
万
円
）
の
運

用
は
、
安
全
・
確
実
な
方
法
、
即
ち
元
本

回
収
の
確
実
性
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
国

債
と
地
方
債
で
の
運
用
に
限
っ
て
い
た

が
、
相
応
の
運
用
益
が
得
ら
れ
る
方
法
で

行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
の
で
、
運
用
の

対
象
、
運
用
債
券
の
信
用
格
付
け
等
に
つ

い
て
、
予
め
理
事
会
・
評
議
員
会
の
承
認

を
得
て
弾
力
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。 

◆ 

共
同
発
行
地
方
債
（
額
面
五
億
円 

利
率
一
・
九
〇
％
）
平
成
二
九
年
六
月 

二
三
日
満
期
償
還 

→

高
速
道
路
保
有
債
務
返
済
機
構
債
券 

（
額
面
五
億
円 

利
率
一
・
〇
四
九
％ 

四

〇
年
）
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
四
日
取

得 ◆ 

地
方
債
（
額
面
二
億
円 

利
率
一
・ 

五
八
％
）
令
和
元
年
一
一
月
二
七
日
満 

期
償
還 

→

東
電
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
第
三
三
回
社

債
（
額
面
一
億
円 

利
率
〇
・
六
八
％ 

七
年
）
令
和
二
年
一
月
二
七
日
取
得 

→

東
電
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
第
三
五
回
社

債
（
額
面
一
億
円 

利
率
一
・
二
〇
％  

一
〇
年
）
令
和
二
年
四
月
二
三
日
取
得 
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我
が
国
で
は
長
引
く
経
済
不
況
を
克
服
す
る
た
め
、
大
幅
な
金
融
緩
和
が
進
め

ら
れ
、
超
低
金
利
政
策
（
平
成
二
八
年
二
月
か
ら
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」
政
策
）
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
全
国
の
財
団
が
運
用
収
益
の
減
少
を
危
惧
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
財
団
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
そ
の
上
、
令
和

二
年
に
入
っ
て
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

世
界
経
済
に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
て
お
り
、
我
が
国
の
超
低
金
利
政
策
の
一
層
の

長
期
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
感
染
の
第
一
波
は
峠
を
越
え
一
段
落
し
た
か
に
み
え
た

が
、
第
二
波
が
再
び
世
界
各
地
で
盛
り
返
し
て
お
り
、
収
束
が
見
通
せ
な
い
コ
ロ

ナ
禍
は
、
経
済
の
み
な
ら
ず
社
会
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響 

財
政
基
盤
の
弱
体
化 

「
書
面
表
決
」の
様
式  

東
教
育
財
団
だ
よ
り 



（プログラミング体験学習会風景） 

 
 （２） 

二 

収
益
減
下
の
助
成
事
業
の
あ
り
方 

額
面
五
億
円 

利
率
一
・
九
〇
％
の
共
同

発
行
地
方
債
が
平
成
二
九
年
六
月
に
満
期

償
還
と
な
り
運
用
収
益
が
減
少
し
た
の

で
、
所
要
の
助
成
額
減
額
を
行
っ
た
。 

次
い
で
、
額
面
二
億
円 

利
率
一
・
五

八
％
の
地
方
債
が
令
和
元
年
一
一
月
に
満

期
償
還
と
な
っ
た
が
、
現
下
の
超
低
金
利

状
況
か
ら
の
脱
却
が
見
通
せ
な
い
中
、
令

和
四
年
一
二
月―

国
債
（
額
面
三
億
円 
利

率
一
・
四
〇
％
）、
令
和
七
年
六
月―
国
債

（
額
面
一
〇
億
円 

利
率
一
・
九
〇
％
）
が

満
期
償
還
と
な
り
、
運
用
収
益
の
大
幅
減

収
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
運
用

収
益
減
に
応
じ
た
助
成
額
の
減
額
を
続
け

る
と
財
団
の
目
的
・
事
業
の
達
成
が
不
十

分
と
な
り
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
存
続

す
る
こ
と
の
意
義
を
問
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
。 

 

そ
こ
で
、
令
和
元
年
度
以
降
の
助
成
事

業
は
、
当
該
年
度
の
運
用
収
益
が
減
じ
て

も
、
対
象
事
業
・
対
象
団
体
は
従
前
と
同

様
と
し
、
助
成
基
準
及
び
助
成
額
は
平
成

三
〇
年
度
と
同
様
と
す
る
こ
と
と
し
た
。 

三 

基
本
財
産
一
部
取
崩
し
の
是
非 

現
下
の
超
低
金
利
状
況
が
続
い
て
も
、 

基
本
財
産
の
運
用
の
弾
力
化
に
よ
り
、
令 

       

 

  

和
四
年
ま
で
は
前
述
の
助
成
基
準
・
助
成

額
で
助
成
事
業
を
継
続
で
き
る
が
、
令
和

五
年
度
以
降
は
財
源
不
足
に
陥
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。 

 

そ
こ
で
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
存
続

す
る
た
め
、
限
度
額
（
最
大
一
億
七
千
万

円
）
を
定
め
、
基
本
財
産
の
一
部
取
崩
し

を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
財
源
不
足

に
陥
る
年
度
毎
に
最
低
必
要
額
を
理
事

会
及
び
評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
取
り

崩
す
。 

  
コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
し
て
取
り
入
れ
て

い
た
職
員
の
在
宅
勤
務
は
八
月
末
日
を

も
っ
て
終
了
し
、
勤
務
時
間
の
一
時
間
短

縮
は
九
月
以
降
も
継
続
し
ま
す
。 

 

 

令
和
元
年
度
に
助
成
し
た
事
業
の
具

体
例
を
紹
介
す
る
。 

   

桃
園
幼
稚
園
は
、
明
治
二
二
年
五
月
、 

  

  

桃
園
小
学
校
の
保
育
科
と
し
て
発
足
。
令

和
元
年
五
月
に
創
立
百
三
十
周
年
を
迎

え
、
①
創
立
記
念
日
（
五
月
二
九
日
）
に 

人
形
劇
の
鑑
賞
会
を
開
催 

②
写
真
立
て 

の
記
念
制
作 

③
一
一
月
七
日
、
園
舎
を

開
放
し
、
祝
う
会
を
開
催 

④
一
一
月
九

日
、
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
園
児
の
合
唱

や
音
楽
鑑
賞
を
行
っ
た
。 

 
 

              

こ
れ
ら
の
記
念
行
事
を
通
し
て
、
お
祝

い
す
る
気
持
ち
や
感
謝
す
る
心
を
育
み
、

芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
で
豊

か
な
感
性
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 
 
 
 

    
 

（
助
成
額
二
十
万
円
） 

 .  

 

  

 

玉
造
小
学
校
で
は
、
六
年
生
に
は
「
能
」

を
、
四
年
生
に
は
「
茶
道
」
を
体
験
さ
せ
、 

郷
土
の
伝
統
・
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
、
尊
重
す
る
態
度
を
身
に
付
け
さ
せ

た
。 

 

ま
た
民
間
企
業
の
講
師
に
よ
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
学
習
会
を
四
年
生
対

象
に
開
催
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
仕
組

み
を
理
解
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
も
モ
ノ

づ
く
り
が
で
き
る
と
い
う
発
想
、
即
ち
、 

Ｉ
Ｔ
技
術
を
受
身
で
は
な
く
、
能
動
的
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
素
地
や
論
理
的
思

考
力
を
育
成
し
た
。（
助
成
額
三
十
万
円
） 

             
 

  

 

            

「
創
立
百
三
十
周
年
記
念
事
業
」 

助 

成 

事 

業 

の 

紹 
介 

 

学
校
教
育
事
業
助
成 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進
」 

「
伝
統
文
化
の
体
験 

並
び
に 

 

「 

お 

知 

ら 

せ 

」  

記 念 し て 風 船 を と ば す 
創 立 百 三 十 周 年 を 



「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
上
映
会
」 

図
書
館
活
動
及
び
学
力
向
上
」 

（ミニトランポリン風景） 

（
落
語
家
・
桂
文
太
「
落
語
と
ト
ー
ク
」
風
景
）    

 

（３）  
             

南
中
学
校
で
は
、
四
割
を
超
え
る
外
国 

籍
や
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
生
徒
に
対
す

る
日
本
語
指
導
に
必
要
な
教
材
や
翻
訳
機

等
の
資
材
を
整
備
し
、
さ
ら
に
、
日
本
文

化
に
親
し
み
学
べ
る
よ
う
茶
道
を
体
験
さ

せ
た
。 

 

ま
た
、
蔵
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

て
図
書
館
業
務
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
を
新

し
く
し
て
各
教
室
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備

し
、
ま
た
、
生
徒
が
興
味
関
心
を
持
っ
て

学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
図
書
教
材
を

整
え
た
。 

 
 
 

（
助
成
額
四
十
万
円
） 

                                                                    

  

  

     

中
央
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

で
は
、
①
区
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会 

②
区
民
ま
つ
り
で
の
「
ミ
ニ
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
」「
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
球
速
コ

ン
テ
ス
ト
」
体
験
コ
ー
ナ
ー 

③
フ
ァ
ミ

リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
事
業 

④
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
講
習
会
等
を
開
催
し
、
区
民
に

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
理
解
・
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
区
民
相
互
の
親
睦
と
連
帯
感
を

深
め
た
。 

 
 

（
助
成
額
二
五
万
円
） 

                                    

  

     
 

        

     

中
央
区
子
ど
も
元
気
事
業
実
行
委
員

会
で
は
、
七
月
に
「
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」、
一
一
月
に
「
冬
の
お
楽
し
み
会
」、

一
二
月
に
「
小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
」

を
開
催
し
、
子
ど
も
同
士
や
親
子
の
交
流

を
深
め
、
さ
ら
に
は
、
子
ど
も
を
持
つ
親

同
士
の
交
流
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

寄
与
し
た
。 

 

三
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
春
の

子
ど
も
広
場
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル 

                           

  

  

ス
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
中
止
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

    

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
を
問
わ
ず
全

て
の
人
が
楽
し
め
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
映

画
「
し
ゃ
べ
れ
ど
も
し
ゃ
べ
れ
ど
も
」
を

上
映
し
、
ま
た
、
盲
導
犬
と
と
も
に
活
動

す
る
落
語
家
・
桂
文
太
の
落
語
と
ト
ー
ク

を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
周
知
と
体
験
に
効
果
を
あ
げ

た
。 

 
 
 
 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

               

        

         

「
区
民
の
体
力
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
事
業
」 

「
中
央
区
子
ど
も
元
気
事
業
」 

地
域
文
化
事
業
助
成 

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
ち
ゅ
う
お
う 

「
日
本
語
・
日
本
文
化
指
導
、 

（
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
風
景
） 

社
会
教
育
事
業
助
成 

（茶道体験風景） 



                             

  
      「

す
し
」
は
、
酢
飯
と
主
と
し
て
魚
介
類

の
具
材
と
を
組
み
合
わ
せ
た
日
本
の
料
理

で
あ
る
が
、
今
で
は
、「
天
ぷ
ら
」
や
「
す

き
焼
き
」
を
超
え
て
、
和
食
の
代
表
と
し

て
全
世
界
で
人
気
を
博
し
て
い
る
。 

 

す
し
の
語
源
は
、「
す
っ
ぱ
い
」
を
意
味

す
る
形
容
詞
「
酸
し
」
の
終
止
形
で
あ
る

と
の
説
が
一
般
的
で
あ
る
。
酢
を
ま
ぜ
た

飯
「
酢
飯
（
す
め
し
）」
の
「
め
」
が
抜
け

落
ち
て
「
す
し
」
に
な
っ
た
と
す
る
説
も

あ
る
が
、「
す
し
」
の
歴
史
か
ら
す
る
と
首

肯
で
き
な
い
。 

「
す
し
」
に
は
「
鮓
」「
鮨
」「
寿
司
」
の

字
が
使
わ
れ
る
。
古
く
は
「
鮓
」・「
鮨
」

の
字
を
充
て
た
。「
鮓
」
に
は
魚
を
薄
く
は

ぐ
と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
鮨
」
に
は
魚
が

旨
い
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、

鮓
は
魚
を
発
酵
さ
せ
て
つ
く
る
す
し
を
指

し
、
鮒
鮓
・
鮎
鮓
・
鯖
鮓
な
ど
が
こ
れ
に

当
る
。
鮨
は
酢
飯
に
魚
介
類
等
を
取
合
わ

せ
た
す
し
を
い
い
、
押
鮨
・
巻
鮨
・
散
ら

し
鮨
・
握
り
鮨
な
ど
が
こ
れ
に
当
る
。
鮓 

 
  

 

は
大
坂
で
、
鮨
は
江
戸
で
使
わ
れ
た
と

も
い
う
。 

「
寿
司
」
は
、
江
戸
末
期
に
つ
く
ら
れ

た
「
寿
（
こ
と
ぶ
き
）
を
司
（
つ
か
さ

ど
）
る
」
と
い
う
縁
起
の
よ
い
当
て
字

で
、
明
治
以
降
、
い
ろ
ん
な
「
す
し
」

の
総
称
と
し
て
一
番
多
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。 

「
す
し
」
は
奈
良
時
代
の
文
献
に
既
に

登
場
す
る
が
、
そ
れ
は
魚
を
塩
と
飯
で

漬
け
込
み
熟
成
さ
せ
る
「
な
れ
ず
し
」

で
あ
り
、
近
畿
地
区
に
多
く
、
関
東
以

北
に
は
見
ら
れ
な
い
の
が
特
徴
的
で
あ

る
。 

 

そ
の
代
表
が
滋
賀
県
の
名
産
「
鮒
鮓
」

で
あ
る
。
塩
づ
け
に
し
た
フ
ナ
を
飯
と

と
も
に
一
年
く
ら
い
漬
け
込
ん
だ
も
の

で
、
飯
は
食
べ
ず
に
フ
ナ
だ
け
食
べ
る
。 

         

   

 
 

 

 

筆
者
は
、
毎
年
四
月
、
滋
賀
県
「
長
浜
曳

山
ま
つ
り
」
に
出
か
け
、「
こ
ど
も
歌
舞
伎
」

と
と
も
に
「
鮒
鮓
」
を
楽
し
む
。 

室
町
時
代
に
入
る
と
「
生
成
（
な
ま
な

れ
）」
が
登
場
し
、
発
酵
期
間
が
一
ヶ
月
程

度
に
短
縮
さ
れ
、
ま
た
、
漬
け
床
の
飯
も

食
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
和
歌
山
県
の

鯖
の
「
な
れ
ず
し
」
が
こ
の
「
生
成
」
で

あ
る
。 

安
土
桃
山
時
代
に
な
る
と
酢
の
醸
造
技

術
が
進
み
、
発
酵
を
待
た
ず
に
酢
で
酸
味

を
得
て
生
鮮
魚
介
を
食
す
る
「
早
ず
し
」

で
あ
る
「
箱
ず
し
（
押
鮨
）」
が
誕
生
す
る
。 

室
町
～
安
土
桃
山
時
代
に
日
本
人
の
食

生
活
は
大
き
く
変
化
す
る
。
例
え
ば
、
料

理
法
が
蒸
す
か
ら
煮
る
・
焼
く
に
変
わ
り
、

一
日
二
食
が
三
食
に
増
え
、
こ
れ
ら
が
保

存
食
で
あ
っ
た
「
す
し
」
を
美
食
に
変
化

さ
せ
る
の
で
あ
る
。 

今
、
多
く
の
人
が
楽
し
む
代
表
的
な
寿

司
は
、
早
ず
し
の
「
握
り
ず
し
」（
江
戸
前

ず
し
）
で
あ
る
が
、
寿
司
と
し
て
の
歴
史

は
浅
く
、
江
戸
末
期
に
考
案
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。 

江
戸
時
代
の
末
期
に
江
戸
中
で
屋
台
が

大
流
行
し
、
そ
の
屋
台
か
ら
「
握
り
ず
し
」

が
登
場
す
る
。
江
戸
前
（
東
京
湾
）
で
と

れ
る
魚
介
・
海
苔
を
使
う
こ
と
か
ら
「
江

戸
前
ず
し
」
と
も
呼
ば
れ
、
現
在
の
フ
ァ 

 

 

 

       

 

 

  

 

ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ

た
。 代

表
的
な
日
本
食
と
し
て
今
や
全
世
界

に
知
ら
れ
る
寿
司
で
あ
る
が
、
握
り
寿
司

は
「
押
し
寿
司
」（
酢
飯
と
具
を
重
ね
て
力

を
か
け
て
押
し
た
寿
司
）
か
ら
派
生
し
た

も
の
で
あ
る
。 

日
本
の
寿
司
文
化
は
「
押
し
寿
司
」
と

「
握
り
寿
司
」
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
巻
き

寿
司
・
稲
荷
寿
司
も
押
し
寿
司
の
亜
流
と

言
え
る
。
大
阪
寿
司
と
い
え
ば
押
し
寿
司

で
、
筆
者
は
「
二
寸
六
分
の
懐
石
」
と
称

さ
れ
る
箱
寿
司
が
大
好
き
で
あ
る
。 

           

（
槇 

野  

勝
・
記
） 

     

              

  

                             

（４） 

 ー 
押
し
寿
司
と
握
り
寿
司 

ー

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇

字
程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

（
筆
者
大
好
物
の
鮒
鮓
） 


